
対象地

デザイン指針とチェックリスト

●道路の機能と性格に応じた地域になじむデザインとしましょう
□都市の骨格をつくる広域的な幹線道路は、シンボル空間となるよう高木の街路樹の配置、市
内への入口部分や主要交差点の特徴づけなどにより、わかりやすく、風格のある空間デザイン
を検討している。
☑駅前など商業地の道路は地域らしさやにぎわい、楽しさを演出する空間デザインを検討して
いる。
☑住宅地内の幹線道路は生活動線のネットワーク性を高め、四季を感じさせる親しみやすい空
間デザインを検討している。

☑都市の骨格となる道路に隣接している。
□周辺の主な土地利用は（住宅地・商業地・工業地・農地）である。

その他
・背後地は、住宅地であるが、道路沿道にロードサイド型の飲食店などの店舗の立
地も見られる。

■項目ごとのチェックリスト

　デザイン上配慮の必要なものが、項目としてあげてあります。指針に沿った考え方であればデ
ザイン例以外の手法を用いても結構です。その場合、留意したことを「その他」の欄に記入してく
ださい。

その他
・広域幹線道路につながる地域内の幹線道路で、地区住民の生活道路として重要な
役割を担う。

■対象地の現況チェックリスト
　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

戸田市○○町○○丁目○番○号

立地の特性

□川や水路などの自然資源が近くにある。
□寺や神社等の歴史・文化資源が近くにある。
☑公園や並木道、遊歩道がある。
☑駅周辺に立地する。

施設の性格チェックリスト
　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

施設の性格

□市内外の人が多数利用する施設
☑多くの市民が利用する施設
☑地区住民が利用する施設
□近隣住民が利用する施設

道路

記入日：　○年　○月　○日

整備又は、改修する施設名
　施設名称を記入してください。

施設名 市道○○線



□横断歩道や横断歩道橋、バス停などをデザインのポイントとしている。
●維持管理にも配慮した素材や施設を考えましょう
☑耐久性があり汚れの目立たない素材を採用するなど維持管理面に配慮している。

☑地域住民が管理に関われる花壇などのスペースを確保している。

□整然と駐輪できる施設やスペースを確保している。

その他

・沿道に立地する施設の屋外広告物で乱雑なまち並みとなることを防止するため、街
路樹は常緑の高木とし、通りとしての統一的なイメージづくりをめざした。
・街路樹の足元には地域住民が管理できる花壇を設けることで緑豊かな道路空間と
し、街路樹とともに地域の緑の骨格軸を形成することを意図した。
・コストや雑持管理を考えて歩道の舗装材はコンクリート平板を採用した。
・信号機を設置する主要な交差点部分は舗装のパターンを変えてデザインのポイント
とした。

☑道路の規格に応じて適切な歩車分離を検討し、可能な場所で車の狭窄やハンプなどによりコ
ミュニティ道路としての整備も検討している。
●道路景観の連続性を大切にしましょう
☑街路樹や植樹帯により連続性のある緑の帯をつくっている。
□舗装のデザインにより個性ある通りとしての演出に配慮している。
●ポイントとなる場所を特徴づけましょう
☑主要な交差点部は舗装の変化や街角広場等の設置により特徴づけている。

デザイン指針とチェックリスト
●歩行者や自転車が安全・快適に利用できる道路としましょう
☑歩行者の多い駅前の道路や市民の日常的な生活空間となる住宅地の幹線道路では、わかり
やすく、誰もが安全で快適に利用できるよう構造やデザインを検討している。

☑舗装面は滑りにくく、また大きな段差をつけないようにするなどユニバーサルデザインに配慮
している。



対象地

記入日：　　　　年　　　　月　　　　日

施設名

その他

□駅周辺に立地する。

□市内外の人が多数利用する施設

□多くの市民が利用する施設

□地区住民が利用する施設

□近隣住民が利用する施設

　デザイン上配慮の必要なものが、項目としてあげてあります。指針に沿った考え方であればデザイン例以外

デザイン指針とチェックリスト

□都市の骨格となる道路に隣接している。

□周辺の主な土地利用は（住宅地・商業地・工業地・農地）である。

立地の特性

その他

□川や水路などの自然資源が近くにある。

施設の性格

■対象地の現況チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

戸田市

■項目ごとのチェックリスト

□寺や神社等の歴史・文化資源が近くにある。

□公園や並木道、遊歩道がある。

道路

整備又は、改修する施設名

　施設名称を記入してください。

施設の性格チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

の手法を用いても結構です。その場合、留意したことを「その他」の欄に記入してください。

●道路の機能と性格に応じた地域になじむデザインとしましょう

□都市の骨格をつくる広域的な幹線道路は、シンボル空間となるよう高木の街路樹の配置、市内への入口部分や主

  要交差点の特徴づけなどにより、わかりやすく、風格のある空間デザインを検討している。

□駅前など商業地の道路は地域らしさやにぎわい、楽しさを演出する空間デザインを検討している。

□住宅地内の幹線道路は生活動線のネットワーク性を高め、四季を感じさせる親しみやすい空間 デザインを検討し

   ている。



□地域住民が管理に関われる花壇などのスペースを確保している。

□整然と駐輪できる施設やスペースを確保している。

その他

□舗装のデザインにより個性ある通りとしての演出に配慮している。

●ポイントとなる場所を特徴づけましょう

□主要な交差点部は舗装の変化や街角広場等の設置により特徴づけている。

□横断歩道や横断歩道橋、バス停などをデザインのポイントとしている。

●維持管理にも配慮した素材や施設を考えましょう

□耐久性があり汚れの目立たない素材を採用するなど維持管理面に配慮している。

●歩行者や自転車が安全・快適に利用できる道路としましょう
□歩行者の多い駅前の道路や市民の日常的な生活空間となる住宅地の幹線道路では、わかりやすく、誰もが安
全で

□街路樹や植樹帯により連続性のある緑の帯をつくっている。

□道路の規格に応じて適切な歩車分離を検討し、可能な場所で車の狭窄やハンプなどによりコミュニティ道路と

●道路景観の連続性を大切にしましょう

□舗装面は滑りにくく、また大きな段差をつけないようにするなどユニバーサルデザインに配慮している。

デザイン指針とチェックリスト

   快適に利用できるよう構造やデザインを検討している。

   しての整備も検討している。



対象地

駅舎・駅前広場

記入日：　　　　年　　　　月　　　　日

整備又は、改修する施設名

　施設名称を記入してください。

施設名

□寺や神社などの歴史・文化資源が近くにある。

□公園や並木道、遊歩道がある。

□駅周辺に立地する。

施設の性格チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

施設の性格

□市内外の人が多数利用する施設

□多くの市民が利用する施設

□地区住民が利用する施設

□近隣住民が利用する施設

の手法を用いても結構です。その場合、留意したことを「その他」の欄に記入してください。

●地域の顔となる個性的で魅力的な駅前広場として整備しましょう

□交通広場の配置、デッキ、照明や植栽、駅舎の一体的なデザインにより顔となるイメージづくりを図っている。

その他

■対象地の現況チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

戸田市

立地の特性

□川や水路などの自然資源が近くにある。

□都市の骨格となる道路に隣接している。

□周辺の主な土地利用は（住宅地・商業地・工業地・農地）である。

その他

■項目ごとのチェックリスト

　デザイン上配慮の必要なものが、項目としてあげてあります。指針に沿った考え方であればデザイン例以外

□待ち合わせなどのため人の集える空間を確保している。

デザイン指針とチェックリスト



□ペデストリアンデッキを配置する場合は、歩行者動線と沿道施設利用に配慮し、配置や高さを検討している。

その他

□大きな段差をなくすなど移動のしやすさに配慮している。

□ピクトグラムの表示や多か国語による表記などわかりやすい案内を工夫している。

●駅前広場に設置する施設は一体的なデザインを検討しましょう

  なるような高質なデザインを検討している。

□交番、公衆トイレ、駅前駐輪場など、駅前広場や駅舎デザインとの調和に配慮するとともに、景観のポイントと

●誰もが利用しやすいゆとりのある歩行者空間の確保と緑の演出を工夫しましょう

デザイン指針とチェックリスト

□市民が駅前で集い、楽しめる広場空間の確保につとめている。

□歩行者に樹陰をもたらす高木の導入を工夫している。



対象地

の手法を用いても結構です。その場合、留意したことを「その他」の欄に記入してください。

●人の活動との連携や地域に配慮した個性づくりを工夫しましょう

□敷地の規模等に合わせて多機能となりすぎないよう留意しながら特徴を持たせたデザインとしている。

□子どもの遊び場や大人の休憩スペースなど利用のされ方を意識した空間を用意している。

口街なかの広場では待ち合わせや憩いなど、人の活動とつながりをもたせるようデザインを工夫している。

デザイン指針とチェックリスト

公園・広場・緑地・緑道

記入日：　　　　年　　　　月　　　　日

整備又は、改修する施設名

　施設名称を記入してください。

施設名

施設の性格チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

施設の性格

□市内外の人が多数利用する施設

□多くの市民が利用する施設

□地区住民が利用する施設

□近隣住民が利用する施設

その他

■対象地の現況チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

戸田市

立地の特性

□川や水路などの自然資源が近くにある。

□寺や神社などの歴史・文化資源が近くにある。

□公園や並木道、遊歩道がある。

□駅周辺に立地する。

□都市の骨格となる道路に隣接している。

□周辺の主な土地利用は（住宅地・商業地・工業地・農地）である。

その他

■項目ごとのチェックリスト

　デザイン上配慮の必要なものが、項目としてあげてあります。指針に沿った考え方であればデザイン例以外



●誰もが利用しやすく、周辺に対して開放感のあるつくりを検討しましょう

□境界部には可能な限りフェンスや塀を設けず、開放的で明るいイメージとしている。

□足元の視界や交差点での見通しを確保するなど安全に利用できる空間づくりを検討している。

□境界部の段差の解消や車いすでの利用にも対応した遊具を設置するなどユニバーサルデザインに配慮している。

デザイン指針とチェックリスト

□シンボルツリーなどアイストップとなる要素の配置を検討している。

□高木を配置する場合は死角をつくらず、視界を妨げないよう配慮している。

□高低差のある公園や広場には眺望できる場所をつくっている。

その他

●公園の性格や敷地の状況に応じた緑化を考えましょう

□施設の性格や敷地の状況に応じて中高木や低木、地被類など多様な緑を効果的に導入している。

□常緑樹や落葉樹を組み合わせた樹種の選定により、四季の変化を楽しめるよう工夫している。

●周辺からの見られ方、施設から周辺の見方を意識しましょう

□ポイントとなる場所がひきたつようデザインの調整を図っている。



対象地

施設の性格チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

　デザイン上配慮の必要なものが、項目としてあげてあります。指針に沿った考え方であればデザイン例以外

の手法を用いても結構です。その場合、留意したことを「その他」の欄に記入してください。

●河川の機能と性格に応じた自然的環境の保全・再生に配慮しましょう

□河川改修に際して多自然型工法など、自然浄化機能の維持向上に資する整備を検討している。

河川・水路

記入日：　　　　年　　　　月　　　　日

整備又は、改修する施設名

　施設名称を記入してください。

施設名

施設の性格

□市内外の人が多数利用する施設

□多くの市民が利用する施設

□地区住民が利用する施設

□近隣住民が利用する施設

■対象地の現況チェックリスト

その他

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

戸田市

立地の特性

□川や水路などの自然資源が近くにある。

□寺や神社などの歴史・文化資源が近くにある。

□公園や並木道、遊歩道がある。

□駅周辺に立地する。

デザイン指針とチェックリスト

□都市の骨格となる道路に隣接している。

□周辺の主な土地利用は（住宅地・商業地・工業地・農地）である。

その他

■項目ごとのチェックリスト

□水の流れを確保する工夫や噴水や落差を活かした酸素を取り入れる工夫、導水等により水質の向上を図っている。

□可能な場所では市民参加による水辺のビオトープづくりを検討している。



□地域で親しまれている緑など既存の樹木を保全するとともに、新たに緑化を行う際には植生に配慮した樹種を選

□緑化ブロックやツタ、張芝等の他、蛇篭や柳枝など伝統的な工法の採用も検討するなど、地域文化を感じさせる

　定し、園芸品種は避けている。

　緑豊かな河川空間をつくっている。

デザイン指針とチェックリスト

●人々の生活との関わりや地域性に配慮した地域になじむデザインを工夫しましょう。

その他

□石や木など本物の自然素材の活用につとめ、擬石や擬石、鋼矢板の使用は避けている。

●水辺の散策路や水辺に親しめる場所づくりにつとめましょう

□歩道や管理用水路、水際のテラスなどを活用し、水辺の散策ルートづくりにつとめている。

□水辺や周辺の景観資源と連携を図っている。



対象地

●周辺との一体的な景観を構成する要素となるようデザインしましょう

□周辺の土地利用や水辺のイメージなどにふさわしいデザインのあり方を考えている。

□橋梁の構造がもつ特徴を活かしたシンボリックなデザインとしている。

デザイン指針とチェックリスト

□都市の骨格となる道路に隣接している。

□周辺の主な土地利用は（住宅地・商業地・工業地・農地）である。

その他

■項目ごとのチェックリスト

　デザイン上配慮の必要なものが、項目としてあげてあります。指針に沿った考え方であればデザイン例以外

の手法を用いても結構です。その場合、留意したことを「その他」の欄に記入してください。

その他

■対象地の現況チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

戸田市

立地の特性

□川や水路などの自然資源が近くにある。

□寺や神社等など歴史・文化資源が近くにある。

□公園や並木道、遊歩道がある。

□駅周辺に立地する。

施設の性格チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

施設の性格

□市内外の人が多数利用する施設

□多くの市民が利用する施設

□地区住民が利用する施設

□近隣住民が利用する施設

橋梁

記入日：　　　　年　　　　月　　　　日

整備又は、改修する施設名

　施設名称を記入してください。

施設名



　　た質の高いデザインを検討している。

□橋台や橋上施設の修景はできるだけ石や木、その他、自然素材を活用している。

□地域の歴史性や、橋の歴史などを考慮して高欄、親柱、舗装を一体的にデザインしている。

□形態に具体的なモチーフを用いる場合には安易なものとせず、公共施設としての風格や周辺景観との調和を考え

●橋上施設や橋詰を含めた一体的なデザインを検討しましょう

デザイン指針とチェックリスト

その他

□橋詰広場を設ける場合は高木植栽を検討している。

●水辺の眺めを楽しめる場づくりにつとめましょう

□橋詰広場を設ける場合は、水辺の眺めを楽しめる広場として整備している。

□可能であればアルコーブなど橋上にたたずむゆとりのスペースを設けている。

●歩道にゆとりがある場合は橋上緑化を検討しましょう

□コンテナやプランターを用い、橋上緑化につとめている。



対象地

公共建築物

記入日：　　　　年　　　　月　　　　日

整備又は、改修する施設名

　施設名称を記入してください。

施設名

施設の性格チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

施設の性格

□市内外の人が多数利用する施設

□多くの市民が利用する施設

□地区住民が利用する施設

□近隣住民が利用する施設

その他

■対象地の現況チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

戸田市

立地の特性

□川や水路などの自然資源が近くにある。

□寺や神社などの歴史・文化資源が近くにある。

□公園や並木道、遊歩道がある。

□駅周辺に立地する。

□壁面の分節化、表情ある素材の使用や陰影のある表面仕上げなどによりきめ細かなデザインを工夫している。

□都市の骨格となる道路に隣接している。

□周辺の主な土地利用は（住宅地・商業地・工業地・農地）である。

その他

■項目ごとのチェックリスト

　デザイン上配慮の必要なものが、項目としてあげてあります。指針に沿った考え方であればデザイン例以外

の手法を用いても結構です。その場合、留意したことを「その他」の欄に記入してください。

●象徴性に配慮したデザインを工夫しましょう

□施設の機能や立地などからランドマークとなるべき施設は、特徴的なスカイランや印象的なファサードのデザ

   インにより象徴性を演出している。

□住宅地内や自然環境に近い場所などでは奇抜な形態や色彩が周辺環境から突出しないよう配慮している。

デザイン指針とチェックリスト



●誰もが快適に利用できる歩行者空間の形成に配慮しましょう

□敷地内に可能な限り歩道状空地の確保につとめている。

□地域性や近接する公共施設のデザインとの関係に配慮しながら、周辺環境にとけ込むデザインを基調としている。

□設備類や倉庫、駐車場も建物本体と一体的にデザインしている。

□塀や柵をできるだけ低くしたり、前面に低い植栽などを設けるなど歩行者に圧迫感を与えないよう工夫している。

●花や緑の豊かな戸田らしい緑化を工夫しましょう

□桜など季節を印象づける樹木や歴史を伝える古木をシンボルとして配置している。

□防犯面にも配慮しながら、常緑樹と落葉樹、草花等の組み合わせにより四季を演出する敷地内緑化を工夫している。

その他

□大きな段差をなくし、わかりやすい空間構成やサインの設置など、ユニバーサルデザインに配慮している。

□屋上緑化や壁面緑化など個性的な緑化を工夫している

□色彩や植栽、エントランスの工夫など、市民に親しまれるデザインを検討している。

デザイン指針とチェックリスト

●地域性に配慮した親しみやすいデザインを工夫しましょう



対象地

□近隣住民が利用する施設

供給処理施設

記入日：　　　　年　　　　月　　　　日

整備又は、改修する施設名

　施設名称を記入してください。

施設名

□寺や神社などの歴史・文化資源が近くにある。

□公園や並木道、遊歩道がある。

□駅周辺に立地する。

施設の性格チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

施設の性格

□市内外の人が多数利用する施設

□多くの市民が利用する施設

□地区住民が利用する施設

の手法を用いても結構です。その場合、留意したことを「その他」の欄に記入してください。

●広い敷地を活かして緑の拠点となるようデザインしましょう

□敷地の緑化と建物や施設の上部の緑化を積極的に進めている。

その他

■対象地の現況チェックリスト

　下記の項目以外でもお気づきの点があれば「その他」の欄に記入してください。

戸田市

立地の特性

□川や水路などの自然資源が近くにある。

□都市の骨格となる道路に隣接している。

□周辺の主な土地利用は（住宅地・商業地・工業地・農地）である。

その他

■項目ごとのチェックリスト

　デザイン上配慮の必要なものが、項目としてあげてあります。指針に沿った考え方であればデザイン例以外

デザイン指針とチェックリスト

□鉄塔やタンク等の独立した工作物の周囲を重点的に緑化修景している。



その他

□落ち着いた色彩の使用にりより圧迫感を軽減している。

デザイン指針とチェックリスト

●親しまれる施設デザインを検討しよう

□長大面の分節化、表情ある素材の使用や陰影のある表面仕上げなどによりきめ細やかなデザインを工夫している。


